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１．はじめに 

 景観は地域アイデンティティを強化するという考え

方が示されている１）．しかし，景観の捉え方は多様で

あり，景観阻害要因と言われる景観要素が地域アイデ

ンティティとして認識される場合もある２）．また，地

域アイデンティティを見つけ出すのが困難な地域もあ

るだろう．地域アイデンティティ形成に影響を与える

景観要素について知見を得ることも重要である．しか

し，景観要素への市民の接し方，すなわち景観に対す

る意味理解への態度と，地域アイデンティティへの指

向性といった市民の態度について知見を得ることによ

って，地域アイデンティティ形成への新たなアプロー

チの可能性を持つと考える． 

 以上を踏まえ，本稿では，文献調査に基づき，景観

に対する意味理解への態度と地域アイデンティティへ

の指向性との関係について基礎的考察を行うことを目

的とする． 

２．本稿の位置付け 

 今日，景観については，様々な観点から重要性が唱

えられているが，地域アイデンティティの観点からも

重視されている．例えば欧州景観条約では，景観はヨ

ーロッパのアイデンティティを強化するものと示され

ている 1）．一方，地域アイデンティティについては，

地域の再生に貢献する３）ことや，地域の将来性に直結

する４）ことが指摘されている．  

このような動きに対する課題として，景観の捉え方

の多様性による政策とのズレと，全ての地域で地域ア

イデンティティ要素を見つけ出すことの困難さが挙げ

られる．国土交通省「美しい国づくり政策大綱」５）で

は，国民が日常的に接する普通の地域の大部分は地域

の個性を規定するものがはっきりしないと述べられて

いる．また特別な景観を保全することで地域アイデン

ティティへの形成・継承を図ることの困難さも指摘さ

れている６）． 

このような課題に対して，既往研究では景観と地域

アイデンティティそのものの関係性についての指摘が

多い．これに対して本稿では，市民が地域アイデンテ

ィティに指向する条件に着目し，景観に対する態度と

の関係に着目する． 

３．地域アイデンティティ概念と地域政策的意義 

 地域アイデンティティ概念は多義的であり，これま

で様々な分類が行われてきた．本稿では，所有，共

有，行為の３つの観点から複合的に定義されていると

考える．はじめに所有の観点から，地域が所有する地

域アイデンティティと個人の中に所有される地域アイ

デンティティに分けられる．例として，城月ら７）は，

地域アイデンティティを「地域（が持つ）地域アイデ

ンティ」と「地域（と関連する自己）アイデンティテ

ィ」の 2 つに定義しており，それぞれ前者と後者にあ

たる．これらの違いは，地域アイデンティティとは地

域が所有するものなのか，個人の中に所有されている

ものなのかということにある．つぎに，共有の観点で

は他者との共有を前提としているか，個人の実感を重

視しているかに分けられる．前者の例では，渡部８）

が，地域アイデンティティを「生活や生業の日常的実

践を通じて形成され，地域の生まれ育った者の間で共

有される集団的アイデンティティ」と定義している．

後者の例では，重岡ら９）が，地域アイデンティティを

「住民ひとりひとりが自ら住まう地域のことをしっか

りと意識する，あるいは自ら住まう地域が自分にとっ

てかけがえのない場所であることをしっかりと自覚す

る，その意識や自覚といった感情」と定義している．

これらの違いは，地域アイデンティティとは個人の中

で完結するものなのか，共有されることで成立するも

のなのかである．最後に行為の観点では，地域と個人

の関わりがあるものと無いものに分けられる．例とし

て，渡部ら 10）は，地域アイデンティティを「長年の

居住を通じた対象との密接な関係性」，「他地域と比較
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した際の地域の特性や優位性」といった内容を含むも

のとしており，それぞれ前者と後者に定義する．これ

らの違いは，地域アイデンティティは個人との関わり

の中で存在するものであるか，関わりが無くとも既に

存在しているものであるかということである．  

 このように概念は多義的なものであるが，地域アイ

デンティティは地域に対して恩恵を与えるものとして

扱われている．実際，地域アイデンティティは地域に

対する愛着，誇り，地域活動への参加の促進といった

効果９）11）や，地域の将来像を示す 12）13），地域に対す

る認識を深化させる役割 14）を果たす．  

本稿では，景観は人をとりまく環境の眺め 15）であ

り，その中には地域の文化や歴史が現れていると同時

に人々が接しやすく，また景観自体がその地域に対す

る認識や意識に効果をもたらす 16）という考えに基づ

いて，地域アイデンティティへの指向性を景観の観点

から論じることを試みる． 

４．地域アイデンティティの形成/認識 

 前章でも述べたように，地域アイデンティティは複

合的に存在する概念である．ここでは地域アイデンテ

ィティの形成と認識について城月ら 7）の「地域（が持

つ）アイデンティティ」「地域（と関連する自己）ア

イデンティティ」の分類を用いる． 

 前者の場合，他地域との比較，地域との関わり，外

からの働きかけの３つの認識過程が存在し，複合的に

起こる 17）．またその形成には，経済性，公共性，社会

性の３つの形成過程がある 18）．一方後者の「地域（と

関連する自己）アイデンティティ」の場合，地域アイ

デンティティ要素との関わりの中で地域のことを想起

することで「地域（と関連する自己）アイデンティテ

ィ」が形成される 11）19）． 

 これらの形成/認識から，地域アイデンティティと

いうものに人々が指向していくとき，何らかの内面的

行為が発生していると考え得る．また，景観の立場か

ら再考察したとき，これらの内面的行為は景観に対す

る意味理解と捉えることができる．ここでの意味と

は，景観が持つ事実のみならず，個人と景観との間に

存在する絆のことも指す．すなわち，景観に対する意

味理解が地域アイデンティティへの指向性に影響を及

ぼすことが示唆される．さらに，本稿は，この意味理

解には，「この景観はどのようにしてできたのだろ

う」といった景観に対する意味理解への態度が存在し

ているのではないかと考える．  

５．まとめ 

 本稿は，文献調査に基づき，景観に対する意味理解

への態度と地域アイデンティティへの指向性との関係

について基礎的考察を行った．その結果，景観に対す

る意味理解が地域アイデンティティへの指向性に影響

を与えることと，景観に対する意味理解への態度の存

在が示唆された．景観に対する意味理解への態度とい

った人の内面的な活動が地域アイデンティティ形成に

与える影響を明らかにすることがこの語の課題であ

る．  
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